
１ 「固定残業代」の悪用 

  違法に定額かつ低額で働かせ放題しているケースも少なくありません 
 

２ 割増賃金（残業代）制度の目的 
 ⑴ 時間外労働等の抑制＝法定労働時間・週休制の原則の維持を図る 
 ⑵ 過重な労働に対する労働者への金銭的補償を確保する 
 

３ 「固定残業代」有効性の判断基準 
 ① 当該「固定残業代」が時間外労働の対価としての実質を有する（対価要件） 
 ② 通常の労働時間に当たる部分と時間外労働の割増賃金に当たる部分とを判別 

することができる（判別要件） 
 ③ 「固定残業代」超過労働分の清算合意または清算実態 

   ↑要件とするかどうか判断が分かれるが清算は必ず必要 清算がなければ違法 
 

４ 使用者にとってもメリットはゼロ！ 労働者にとっては危険！ 
  不足分の残業代支払い義務あり  定額かつ低額で働かせ放題の危険性あり 


